
作品募集！ 

高校の図書館には「新書」がたくさんありますね！ 

（注）新書は「新しい本」ではありません！では、どんな本か？図書館に説明が掲示してあるのでみてください。 

新書の豊富さは高校の図書館としての特色だと言えます。 

今年、新書に特化したPOPコンクールが開催されていますので、 

みなさんも応募してみませんか？ 

応 募 資 格：中学・高校に在学中の生徒 

校内の応募締切：9/17（火）までに図書館へ提出 

対 象 図 書：岩波ｼﾞｭﾆｱ新書＆ちくまﾌﾟﾘﾏｰ新書から１冊 

応募の台紙や詳細案内は図書館まで！一度見に来てください。 

図書委員が試作した見本と、推薦図書も一緒に展示しています。 

各クラスに配付された「ホンキのキホン」岩波ジュニア新書読書ガイドブックもご参照あれ 

 2019年6月号 

人吉高校記念図書館 令和元年6月18日発行 

   雨音を BGM にページをめくろう♪ 

梅雨の時期は外に出るのが少し憂鬱です。一方で、雨に濡れてあじさい 

の花の色が映えるのが目に心地よい時期でもあり、通学路などで多彩な 

あじさいを見かけるのが楽しみでもありますね。 

雨の音は周りの雑音を消してくれる効果があると言われていて、静かに本と向き合うのに

いい時期です！新着図書も入っています【裏面紹介】ので、雨の日もぜひ図書館へ。 

お知らせ：6/25（火）期末考査１日目は研修会会場となる為、休館します。ご迷惑おかけします。 

 

 

         

６月は「心のきずなを深める月間」です。 

教育相談部との連携企画として、ただいま 

特集コーナーを設けています。 

「いじめ」を考える本やトラブルの基に 

もなる「携帯電話」の利用についてみなさん 

が周りをよく見て、振り返り、話し合う、 

きっかけになるような本を選びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生の「BYH（探究）」の論文を書く授業で「高校に対しての意見」として朝読書 

について書いてくれた生徒さんがいました。みなさんにご紹介します★ 

 

 

 

 

 

 

１０分 × ５日 = 1 週間で５０分  ⇒１ヶ月で２００分とすると、１冊は読めちゃう計算！ 

「本を読む」文化が習慣として根付いている、というのが人吉球磨地区の印象です。 

先輩方に比べ、みなさんはどうでしょうか？「読む」文化を継承していきたいですね。 
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特 集   『モモ』 ミヒャエル・エンデ著 
円形劇場の遺跡に住み着いた風変わりな少女、モモ。彼女に話しを聞いてもらうと、 

語り手はなぜか気持ちが明るくなり、良い考えが浮かびます。ある時、全身灰色ずくめ 

の男たちが現れ、時間を「時間貯蓄銀行」に預ければ効率的な生活ができると言葉巧みに

持ちかけます。自由な時間を奪われた人々を救うために、モモの冒険が始まります。私た

ちに「時間とは何か」を問いかける、現代社会への批判も込めたファンタジー童話です。 

エンデ（1929-1995）はドイツの児童文学作家。画家の父を持ち『モモ』の挿絵も自ら

手がける。翻訳を担当した日本人女性とのちに結婚するなど、日本とも縁が深い。 
（図書館教育ニュース第 1497号より） 

★教育相談部（人権教育）との連携企画★ 

図書館に「七夕」飾りが登場！ 

短冊に願い事を書きに 

来ませんか？ 
（願い事を書いた短冊を 

飾る風習は江戸時代に 

生まれました。） 

人高で行われている朝読の時間はとても良い時間だと私は感じています。今まで好んで本を読

むことが少なかったですが、朝読で読むようになって本への興味が深まり、もっといろいろな本

を読みたいとか、早く続きを読みたい、と読書の時間が楽しみになりました。学校でゆっくり時間

をとって読めることで朝からリラックスした気分で過ごすことができます。たった 10 分間しかない

けれど、その中で周りのことが気にならないくらいに本の世界に入り込んでいることに自分でも

びっくりします。だから、本当に朝読の時間が好きだし、ずっと続いて欲しいと思います。 

※各クラスに配付した小冊子『ホンキノキホン～岩波ジュニア新書読書ガイドブック』も本選びの参考にしてね。 
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